
問　
村
の
物
価
高
対
策
で

あ
る
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
「
６
千
円
の
現
金

給
付
」
に
つ
い
て
、
財
政

力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
他
自
治
体
よ
り
見
劣

り
す
る
内
容
で
あ
る
。
国

交
付
金
は
、
財
政
力
に

よ
っ
て
減
額
さ
れ
る
仕
組

み
だ
が
、
減
額
部
分
を
独

自
財
源
で
補
填
し
、
よ
り

手
厚
く
実
施
す
べ
き
で
は

問 物価高対策が他市町より
� 少ないのでは

源
の
中
で
も
、
村
民
の
皆

さ
ま
へ
の
直
接
的
な
支
援

を
最
優
先
に
考
え
、
実
施

を
判
断
し
た
。

問　
他
自
治
体
と
比
較
す

る
と
給
付
額
が
低
い
こ
と

も
事
実
。
財
源
と
し
て
、

病
院
会
計
の
内
部
留
保
資

金
の
活
用
、
財
政
調
整
基

金
28
億
円
の
債
権
運
用
を

一
部
解
約
し
活
用
す
る
な

ど
し
て
、
他
自
治
体
並
み

の
給
付
額
に
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
。

答　
提
案
内
容
は
意
見
と

し
て
受
け
止
め
る
が
、
現

時
点
で
採
用
す
る
考
え
は

な
い
。
物
価
高
対
策
は
、

今
後
も
柔
軟
か
つ
的
確
な

対
応
に
努
め
る
。

問　
原
子
力
災
害
時
、
在

宅
介
護
の
人
へ
の
ヘ
ル

パ
ー
の
支
援
は
。

答　
支
援
者
自
身
の
安
全

確
保
が
最
優
先
で
、
ヘ
ル

パ
ー
の
支
援
は
通
常
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
範
囲
外
。

避
難
行
動
要
支
援
者
と
し

て
登
録
い
た
だ
き
た
い
。

問　
社
会
は
エ
イ
ブ
リ
ズ

ム
（
健
常
者
中
心
主
義
）

の
克
服
が
必
要
だ
。

問 避難が困難な人への
� 対応と課題は

答 対象者は避難行動要支援者に登録を

で
93
名
の
み
。
避
難
計
画

は
避
難
が
困
難
な
人
へ
の

視
点
が
不
十
分
。
具
体
的

な
対
応
と
課
題
は
。

答　
自
家
用
車
か
一
時
集

合
場
所
か
ら
の
バ
ス
で
避

難
を
。
避
難
行
動
要
支
援

者
と
し
て
対
象
と
な
る
方

に
は
漏
れ
な
く
登
録
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
情

報
の
把
握
に
注
力
し
、
制

度
を
周
知
す
る
。

問　
村
内
の
病
院
、
介
護

施
設
等
の
避
難
計
画
の
進

展
具
合
、
そ
の
課
題
は
。

答　
施
設
の
計
画
策
定
に

は
避
難
先
、
避
難
手
段
等
、

課
題
が
あ
る
と
県
か
ら
聞

い
て
い
る
。

答 限られた財源で直接的な支援を最優先

　
本
村
の
高
齢
の
独
り
暮

ら
し
１
３
６
８
世
帯
。
自

宅
で
の
介
護
者
９
７
２
名
。

障
が
い
者
１
６
７
２
名

（
重
複
あ
り
）。
原
則
こ

の
全
て
を
避
難
行
動
要
支

援
者
登
録
し
、
要
介
護
者

も
登
録
基
準
の
見
直
し
を
。

し
か
し
登
録
は
今
年
１
月

な
か
っ
た
か
。

答　
総
事
業
費
２
億
５

千
万
円
の
う
ち
、
４
千

４
百
万
円
を
村
の
一
般

財
源
か
ら
充
当
す
る
。

国
交
付
金
は
、
財
政
力

指
数
の
高
い
本
村
で
は

交
付
額
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
が
、
限
ら
れ
た
財

新政とうかい

笹
さ さ

嶋
じ ま

　士
し

郎
ろ う

　議員

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員

要支援者の避難所の一つである
総合福祉センター「絆」

村民１人当たり6,000円の現金支給を
実施する東海村役場

一

般

質

問
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